
ロシアにおける街頭の言葉

見世物小屋の呼びこみについて

坂内徳明
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　古くから・シアの街路は言葉と喧曝とであふれていた。17世紀前半にホル’スタイ

ン公の使節甲のひとりとして・シアを訪れたアダム・オレアリウスは，・シア人がの

のしりあいを好み，彼らの町の通りが粗野な言葉や罵倒にみちた揚所であると書き残

　　のしている。またほぼ同じ頃，総主教ヨアキムはモスクワのクリスマス週間に見られる

民衆の恥ずべき行為を禁止する文中で，r罪を恐れぬ男と女ども多数集まり，老若を

問わず通りや横町を歩きまわり，自らが作りし狂おしく悪魔的な歌を口にし，あま

たの忌わしき言葉を発して踊る，また創造神にはふさわしからぬ扮装をし，人間の姿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
を捨て，毛むくじゃらの悪魔の面を作る一・」と記している。ここに述ぺられた民衆

の風習は，今世紀まで続いたコリャダーと呼ばれる異教的な祭である。このように通

りや広場は民衆の儀礼行為が行なわれる場であった。そしてさらにそれらの揚所は，

皇帝や貴族と民衆とをつなぐ揚でもあった。中世ロシアの広揚で発せられる叫び声が

　　　　　　　　　　　　　　（3）
政令伝達の手段となる揚合が多かったのはそのためである。かつて音声が社会に対し

　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
て持つ役割はきわめて大きかったのである。

　19世紀・シアにおいて，グリャーニエと呼ばれる祭礼は通りや広場にくり出して行

なわれた民雍の代表的な娯楽のひとつであった。グリャーニエとは，クリスマス週間

や謝肉祭，復活祭などといった祭日や聖人の日に，人々が戸外を散策しながらさまざ

まな娯楽に興ずるもので，主に都市を中心に繰り広げられた・シア風縁日である。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　　ラ　　ガ　　ソ
のグリャーニエには，肇まざまな大道芸をはじめとして，板張りの見世物小屋の芝居，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のラヨークと呼ぱれた覗きからくり，人形芝居ペトルーシカなどがつきものだった。

　ピ日一トル・ボガトゥイリョーフはrユーモラスな定期市フォークロアにおける芸
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術的手法」と題された論文の中で，そうしたグリャーニエにおいて耳にすることので

きた言葉をr定期市フォーク・ア」と名付ける・そして彼はこのタームの中に，見世

　　　　カ　ルセじリ
物小屋や回転木馬の客寄せの言葉，覗きからくりの口上，ペトルーシカの科白，そし
　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
て買い手を呼ぶ商人の売り声を含めている。これらの市の言葉は，そのまま都市の広

揚や街路が生み出す雑踏の言葉としてとらえることができるだろう。後述するように，

広揚の言葉に関してはミハイル・パフチーンの論考があり，ボガトゥイリョーフの論

文もそれに大きな示唆を受けて書かれた。しかしながら，これまでの・シア・ソビエ

トの民俗学研究においては，広揚の言葉を含む都市のフォーク・アについて，いまだ

　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
十分な考察がなされているとは言い難い。本稿では，ボガトゥイリョーフの言う定期

市フォーク・アの中から特に見世物小屋の呼びこみの言葉をとりあげて，それを紹介

するとともにその性格について考えてみたい。
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　18世紀に生まれ，19世紀20年代以降のグリャーニエの場には不可欠のものとなっ

た見世物小屋は19世紀・シアの民衆生活を考える上で忘れるこ・とのできない娯楽施

設である。この小屋には地上から少し高い所にバルコニーがあり，開演前や幕間に小

屋の芸人や道化がここに姿を見せては芝居の内容の紹介や顔見せを行ない，あるいは，

簡単な演劇を披露した。それとともにこのバルコニーからは・客寄せを目的としなが

らそれにとどまらず，滑稽な内容を持つ小話が酒落や地口にあふれた巧みな話芸によ

って語られていた。

　この呼ぴこみをかねた小話をするのはr呼びこみじいさん」，rバルコニーじいさん」

　　　　　　　　　　コ　　　　　ミ　ク
あるいはrバルコニーの喜劇役者」と呼ばれる連中であった。またさらに彼らは，や

はリグリャーニエには欠かせぬ娯楽であった回転木馬への呼ぴこみも行なっていたこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
とから，r回転木馬のじいさん」とも呼ばれていた・彼らの衣裳はきわめて・シア的

で伝統に従った固定したものである。例えば，r灰色の亜麻でできたほおひげと口ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カフタソげはわざと乱雑にこしらえられ，つぎのあたった灰色の上着，古ぼけて丸い御者帽の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）　　　　　　　　　　　　　　　　　アルミヤーク
わきには造花，足にはすねあてと草鮭をつけていた」あるいはr草鮭と外套といっ

たロシア百姓の服装，頭には大きなかつら，口とあごには椀亜麻のつけひげ，ふとこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
ろには半シトフ（1シトフは約1リットノレ）の酒びん」といった恰好だった。

　．ロシアのグリャーニエに関する貴重な回想を残したアレクセイ・アレクセーエフ＝

ヤーコヴレフによれぱ，19世紀7，80年代に評判の高かった呼ぴこみのじいさんには
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次のような人々がいた。ペテルブルグの海軍省広揚ではr類いまれなる道化師で，生

まれながらの弁士」であるブルセーンツォフ老人，またセールゥイじいさん，モスク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
ワの乙女が原ではかつてのオペラ歌手で時事誠刺ものが得意のブチャーギンなど。ま

たのちに紹介するエヴグラーホフとカザーンツェフも同じくペテルブルグの海軍省広
　　　　　　　　　　　（12）
揚のグリャーニエに登場した。4，50年代に人気を集め，外国の芸人とはじめて対等な
　　　　　　　　　　　　　（13）
位置を占めたエゴール・ボムボフ。さらに二一ジニイ・ノーヴゴロド市におけるヤー

コフニマモーノフの活躍ぶりについては，シャリャーピンとゴーリキイの有名な回想
　　　　　　　　　　　（14）
記によって知ることができる。今なお名前の判明しているこれらの弁士の多くはかつ

ての軍人であり，また職人や歌手だった者もいた。この現象が覗きからくりの講釈師

の場合でも共通して見られたことは，大道芸人の帰属する社会的階層とその地位を考

える上で参考になる。

　見世物小屋の客寄せがどのように行なわれていたかについては，先のヤーコヴレフ

やシャリャーピン，またレーイフェルトやべ・ウーソフらの記述によってある程度ま
　　　　　（15）
で明らかになる。しかしながらその一方で呼びこみの言葉そのものに関する資料はき
　　　　（16）
わめて少ない。民衆演劇に関する資料収集のためのプログラムを作成したボガトゥイ

リョーフは，特に見世物小屋に対して多くのスペースをさき，呼びこみの言葉につい
　　　　　　　（17）
ても言及しているが，彼の方針に合致するような採集例はごく少ないと言わねばなら

ないのである。そのようなわずかな試みとしてあげることができるのは，ヴァシーリ

イ・ケリシーエフが採集したものと，アレクサンドル・レーイフェルトが彼の著書で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
ある『見世物小屋』（1922年）の中で紹介するものの2つであると思われる。この中

で特に前者は，採集の時と揚所，およぴ弁士の名前を明記している点，またテキスト

全体として見ても，呼ぴこみの小話をフォークロアのテキストとして採集しようとす

る意図を持つ点で注目すべきものである・以下ではこのケリシーエフの手によって採

集されたテキストを中心にして呼ぴこみの言葉を紹介していくことにする。
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　ここで検討するテキストは，ヴァシーリイ・ケリシーエフが1871年の春にペテル

ブルグにおいて採録したものである。このケリシーエフは60年代前後にはゲールツ

ェンやオガリョーフとも親交のあった人物であるが，その彼が最晩年とも言うぺき時

期に呼びこみの言葉をフォーク・アとして採集するに到ったのは何故か。彼の動機と
　　　　　　　　　　　　　　（19）
意図がどこにあったのかはわからない。採集者の死後にテキストの草稿は彼の弟のア
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レクサンドル・ケリシーエフの手に渡り，この弟によって『帝室自然科学・人類学・

民族学愛好者協会民族学部門紀要』第9号（1889年）に発表された。その際に原稿

は内容に従って配置され，1から19までの番号とその各々への表題とが付けられた。

また発表されたテキストにはアレクサンドルによって書かれた簡潔で要を得た前書き

が添えられている。この前書きによれば，採集が行なわれた当時，ペテルブルグの海

軍省広揚では謝肉祭と復活祭にグリャーニエが開催されていた。このテキストは，そ

の折に姿を見せていた2人の退役軍人イヴァン・エヴグラーホフとガヴリーラ・カザ

ーンツェフから口述筆記したものである。ヴァシーリイはこうした客寄せの軽妙な言

葉をペテルブルグだけでなく・シア各地で採集し，弁士の経歴その他の情報とともに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
完全な資料集として出版するつもりであったという。

　ケリシーエフのテキストの第1番目のものはr本」と題されている。以下にその全

文をあげる。

　BoT　qTo，MH、πble双py3bπ，且npHexaπH3瓢ocKBhl　cK）八a，H3rocTHHHoroノ【Bopa

－HaHHMaTbc∬B　noBapa；ToJlbKo　He　p月6qHKoB》KapHTb，a　c　pbPKHM　no　KapMa－

HaM皿aPHTb。

　BoTMo牙KHHrapa3八BHra．B∂To敢KHHreecTbMHoroqero，xoT只HeBH双Ho
HHqero．TyT　ecTb八HKoBHHHaH　nTHqKa，He　cHHmpb　H　He　c皿HHqKa，He　HeTyx，He

Bopo6e銑，He　ulero，π，He　coJloBe藍r　TyT　ecTb　nopTpeT　》KeHH　Moe茸．BoT　皿　Hpo

ee　paccKa》Ky　H　HopTpeT　BaM　noKa》Ky．OT　npeπecTH一五ecTH　c月ノエy且Ha　gToM　Me－

CTe．

　Bu，rocHo八a，Ha　MeHH　r，朋双HTe，a　oT　pH》Kero　KapMaHbl6eperHTe，

　さあて，親愛なる友人がたよ。モスクワの百貨店から御当地へやって参ったこの

おいら。コックに雇われんがためでさあ。だけどやまどりなんぞ焼きませんぜ，赤

毛道化といっしょに懐中をさぐるためさ。

　ここにおっぴろげたおいらの本。この本の中身はどっさりあるが，何ひとつわか

りゃしない。こ・こに書いてあるのは世にも珍しい鳥。うそでもやまがらでも，鶏で

もすずめでも，ひわでもナイチンゲールでもありゃしない。こいつはおいらのかみ

さんの似顔絵だい。かみさんのことを話してやろう。似顔絵を見せてやろう。歯の

浮くようなべっぴんなので，おいらはここにすわるとしよう。

　諸君，おいらから目をはなすなよ。だけど赤毛道化には懐中物を御用心・

　　　　　　　　　　（ケリシーエフ　No・1一以下ではK1のように略記）

　厳密に言えば，呼びこみのじいさんは同じバルコニーで寸劇や曲芸を披露した小屋

芸人や道化とは区別される・すなわちじいさんは身体の動きや小道具を使わずに，た
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だ口をついて次々と飛ぴ出す言葉のみを手段として群衆の関心と笑いを引きおこさな

くてはならない・そのため，上にあげたテキストでもいたる所に押韻による言葉遊ぴ

が見られ（百貨店畑opaとコックnoBapa，焼く凪ap肛bとさぐるulapHTb，美貌

npe配CTHとおせじπeCTH等々），それが呼びこみの言葉を一種の地口・口合に近い

ものとしている。これは他のテキストでも繰り返し見られる現象である。

　もちろんバルコニー上でじいさんの滑稽な仕草や身ぶりが見られることもあった。

また，じいさんが手にする小道具についてはアレクセーエフ＝ヤーコヴレフも次のよ

うに記している。rじいさんは手に何かを持ち，それを見せながらおかしな語りをは

じめることがよくあったが，それは例えば，カリカチュア風に描かれた醜い女性の大
　　　　　　（21）
きな似顔絵だった」と。似顔絵の他には，メニューと称する紙切れ（レーイフェルト

No．8一以下では∫18）や時計（JI3），また県知事と称されたぽろ人形がじいさん
　　　　　　　　　　　（22）
の持ち物となる場合があった。

　醜い女の似顔絵に象徴される妻に対する嘲笑というモチ・一フは，中世・シア文学や

　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
呼びこみ以外のフォークロアにも見られるが，特に見世物小屋の客寄せの言葉として

気にいられたものだった。それは自分の妻のr美貌」，あるいは彼女のr料理の名人

ぶり」に対する諏刺として語られる。

　y　MeHπ》KeHa　KpacaBHua，rIo双HocoM　pyM兄Heu，Bo　BcK）皿eKy　coH丑宜．KaK　Ho

HeBcKoMy　npoKaTHT，To汀bKo　rp月3b　H3no八Hor汀eTHT…

　わたしり女房は美人だよ。鼻の下には紅さして，頬は一面鼻汁だらけ。ネーフス

キイ通りを転がっていっちゃあ考足もとからは泥がはねあがる……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K3）

　｝KeHa　Moπ　coπHπHa，3a　TpH　BepcTbl　BH双Ho．CTpo盤HaH，Bh【coKaπ，c　He八e汀K）

pocToM　H八Ba八HH3arHyB田H。y》K　npH3HaTbc兄cKa3aTb，KaK6blBaJlo　B　KpacHb悦

capaΦaH　Hap月双HTcπ，双a　Ha　HeBcKK茸HpocHeKT　noKa》KeTc月一Aa》Ke　H3Bo皿真HKH

pyraK）Tc月20町eHb訂oma八HnyraK）Tc月。KaKnoK涯oHHTc月，TaKTpHΦyHTarp月3K

OTJIOMHTC∫1。

　おれのかみさんは貫禄あって，3露里（1露里は約1キ・メートル）向こうから

わかるほど。均整とれて背が高く，背丈は1週間で，腰をまげたら2日の高さ。隠

すことなく申しますが，かみさんが赤いサラファンで着飾って，ネーラスギイ通り

にお目見えしたら，御者の奴まで毒づいて，馬の奴はえらくおじけづきゃがる。お

じぎなんぞをしようものならぱ，3フント（1フントは約400グラム）もの泥が落

ちてくる始末だい。
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（K4）

　上記のテキストに次のレーイフェルトのテキストとほぼ同じ表現が見出されること

は，決まり文句の多いことを示している。

（醜い女性の似顔絵を見せながら）

ABoT，pe6只Ta，cMoTpHTe：
…｝Ta　Moe茸　｝KeHbl　HapTpeT

To涯bKo　B　paMKy　He　BπeT．

y　MeH兄》KeHa　KpacaBH翼a－

yBH八臼T　co6aKH－JlaK）Tc只，

Aπo田a双HBcTopoHyKK八aIoTc兄。

30ByT　ee　HPHHa，

nyxπa，qToTBoHHepHHa，

rlo八HocoM　pyM月Heu，

ABoBcK）皿ieKy－coIM兄

さあて，みなの衆，ごらんなさいよ。

これがおいらの女房の似顔絵だ

ただし額縁にはいっちゃいない。

おいらの女房は美人ときてる

犬は女房を見たら吠えるし

馬はわきへと逃げ出す始末。

こいつの名前はイリーナで

おまえの羽根ぶとんみたいにふっくらさ。

鼻の下には紅さして

頬は一面鼻汁だらけ。

（JI4）

再びケリシー孟フのテキストから，自分の妻を椰楡するもの。

　y　MeH月，ro、πoBa，》KeHa　KpacHBH皿a。rJla3a－To　y　He直no6yJlaBoqKe，a　no八　Ho－

coM八Be　Ta6a冨｛Hble諏aBoqKH．y　He鹸，ro涯oBa，po》Ka　Ha　Mo曲・πaHoTb　noxo》Ka。・・

　さてもみなさま，おいらの女房はぺっぴんさん。・目ときてはピンの頭で，鼻の下

にはタバコ屋が2軒。こいつのつらは，みなさま，おいらのわらじそっくりでさあ

（K5）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オクシユモロソ　ボガトゥイリョーフの手法分析に従えば，以上あげたものの中には撞着語法（例え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　タ　テ　ロ　ザ
ぱK3の鼻と頬の描写，K4の背丈の計量単位），語順転換（K3のr紅」とr鼻汁」），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）
誇張法（K：5の鼻の下の描写）といった手法が見出される。そしてこうした手法はコ

ルネイ・チュコーフスキイが子供の言葉とフォーク・アの中に指摘した「ひっくり返
　　　　　　　　（25）
し」nepeBePTb皿としてとらえることも可能であろう。子供が無意識に生み出す表現

と，呼びこみが意識的に用いる滑稽な表現との間には共通する部分があった。

　弁士の妻の料理の腕前について語ったものとして，

　　覗acTepHuaHeqbnHporHHKopoBaH，neKeTBcer八aBcapae．roToBHTB
I｛yxHe，qTo6u60・πb田e　HyxJIH，c　HaqHHKo蹟，c　Teπ5｛て｛be首　oBqKHKo直，c　JlyKoM，c

nep皿eM・c　ceJle双oqHbIMH　ro汀oBKaMH，c　兄HqHo且cKoP汀yHo勇，c　co6aτ｛be曲Tpe6yxo曲

一BoKaKo臼！Co八HoroKoHuapa30pBaハoc且，noBce融epeBHepa3脚oc月．AecTb

To五bKocBHHbey脚oc月，PH〉KH茸06汲H3bIBaeTc月，BepHoHonpo60Baπ・・

　　（うちの女房は）ピ・一グと丸パン焼きの名人。いつも納屋で焼いてござる。

大きくふくれるようにと台所で用意する。あんこには子牛の羊皮とたまねぎと，こ

しょうとにしんの頭，それに卵の殻と犬のはらわたをいれたから，一体どんな代物

やら！　一方のはしが破裂して，村中に鳴りわたる始末。食べおおせたのは豚だけ

さ。赤毛道化は舌なめずりをしているから，きっと食ぺたにちがいない……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K6）

　呼びこみの小話には，昔話に見られるようなまとまった筋の展開は見られない。た

だ部分そのものが滑稽で面白くありさえすればよいわけで，このK6でもピ・一グに

関する表現のナンセンスそれ自体が人々の笑いを呼ぶ。それは，ある意味で自己完結

的な滑稽であったと言える。

　自分の妻とならんで笑いとばす相手として好んで選ばれるのは，同僚である小屋の

役者たち，中でも特に道化であった。バルコニー上で自分の傍に立つことの多い道化

は，じいさんのライバルであり，この2人のやりとりは時として一種のダイア・一グ

の形をとった。アレクサンドル・ケリシーエフはペテルブルグとモスクワの客寄せの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
ちがいとして，後者ではつねに2人が登場することをあげている。またアレクセーエ

フ＝ヤーコヴレフも，モスクワのノヴィーンスキイと乙女が原でのグリャーニエには
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
2人の喜劇役者がバルコニーに姿を見せたと回想している。

　道化についてはすでにK1でも言及されていたが，見物人のポケットから金銭を

かすめ取るきんちゃく切りとして描き出される揚合が多かった。
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…殖，p躍H角，no八xo八HKoMHeno6π酬e

nO八eJIHCb　CO　MHO茸，a∫I　He　CKa》Ky，qTO　BH八aJ1，

KaK　Tbl　B　qy》Ko負KapMaH3aJIe3aJL

えい，道化やろう，もっとおいらの方へ寄れよ。

おいらといっしょに話をしよう。だけどおいらは言わないよ，

おまえがひとさまのポケットヘ手をつっこむところを見たなんてこと。

（JI5）

　しかし道化をあざ笑うじいさん自身も道化と同類である。次のテキスト中でr謝肉

祭を祝う」とあるのは，この祭日にグリャーニエが開催されることが多かったことを

示す。シャリャーピンも回想の中で，呼ぴこみの弁士がr謝肉祭のじいさん」と呼ば

　　　　　　　　　　（28）
れていたことを記している。

　BoT，rocno双a，牙　K　BaM　HpH皿【eJI，c　Mac・π只HH【le臼Bac　npo3双paBHTb　八a　BamH

KaPMaHbl　o皿aPHTb。　・　・

　さあさあ，みなさん，ここに現われましたるこのわたし。謝肉祭を祝ってあげる

ため，そしてあなたがたの懐中をさぐるため……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：13）

　じいさんはその科白の中でかつての自分の職業について言及する。それは例えぱ，

仕立屋と商人（K8），床屋（K：17）や漁師（K：18），またはコック（JI18）などであ

った。次にあげるのはr散髪屋」と題されたものの全文である。

　BbLπ　月　Ub【pyJIbHHKoM　Ha　60」Ib皿o曲　MocKoBcKo員　八opol『e．Koro　no6pHTb，HocT－

P賭可b，ycb【noHpaBKTb，Mo涯o八uoM　nocTaBHTb，a　HeT，TaK　H　coBceM　6e3　ro・πoBbI

ocTaBHTb．Koro　H　HH6pHBa訂，ToT双oMa　HHKor双a　He6HBaπ．∂Ty双bIpyJlbHK）MHe

3anpeTHJIH・

　　おいらモスクワの街道ぞいで散髪屋をやっていた。誰でも顔を剃ってやり，髪を

刈り，口髭を整えちゃあいい男にしてやったかというと，いいや，とんでもない，

すんでのところで首がなくなろうっていう次第。おいらが顔を剃ってやった奴は誰

でも，二度と家には戻れない。そこでおいらの散髪屋は店じまいってわけさ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K17）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）
　ここには，メタフォアの手法によって追はぎとしてのじいさんが表現されている。

さらに，そうしたじいさんが警察を颯刺するものとしては次にあげるr風呂屋」と題
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されたものがある。ここで風呂屋とは警察署を意味している。

　只no　HeBcKoMy　I皿oJI，qeTBepTaKa　HcKaπ，『八a　B　qy》KoM　KapMaHe　py6Jlb　HaHleπ，

e八Ba　H　caM　y皿eJL　HoToM　H八yノ【a【lo八yMNBalo．

　B双pyr　HaBepHy・πcπKyπe【【3HaKoMu敢　双a　He3八opoBH曲，ToπbKo　oqeHb　ToπcTo－

po》K曲．只cHpocHハ：双只双K》田Ka，BKoTopo茸cTopoHe双epeBHπPAoHMHecKa3aJI：

y　Hac八epeBHH　HeT，a　Bce　JIec，A月K　HeMy　B　KapMaH　H　B、πe3．OH　MeH只　B3牙JI

πaB6aHmHnp且rみac肌A兄9ToroAe刀aHepacKycHπ：且Ha八opoB皿HHKyH
caM　He　CBOH．

　npHxo八HM　MhI　B6aHK）。BaH只一To6aHπ一BHcoKa只．y　BopoT　cToHT双Ba　qacoBHx

BMe期Hx皿anKax・KaK兄B6aHm－ToBo皿e五，八aMa30M－TooK疏H即，ToHe66騒
yBH双e几HH　noπKa，HH　HoToみKa，ToπbKo　cKaMe益Ka　oノ田a，EcTb　no汀oK，Ha　KoTo－

poM　qepT　opexH　ToハoK。BoT，roJloBa，npHBe冴H江BoHx　napH涯b皿瓦HKoB，八a　qeTBepux

双ep》KaJlbu田KoB、KaK　no刀o》KHハH　MeHπ八py）KKa　He　Ha．πaBoqKy，a　Ha　cKaMeeqKy，

KaK　Haqa・πH　napHTb　c　o6eHx　cTopoH　rハa八HTb。BoT　TyT月　BepTe∬c只，BepTe、ηc只ア

BepTe打cH，HacH汀y　corpe刀c∬，He　c八ep》Kaπ，KapayJI3aKpHτ｛aπ．BaHbHエKK　To　双06－

pHH，八eHer　HeIlpocHT，oxaHKaMH　BeHHKH　TaK　H　HocHT，

　KaK　c∂To盤6aHH　copBa・πc月ンy　BopoT　c哩acoBNM　noApaπc月．

　あっしがネーフスキイ通りを歩いていて，4分の1ルーブリを探していたら，ひ

とさまのポケットに1ルーブルを見つけたのさ。すんでのところでかっぱらうとこ

ろ。あっしは歩いて，あれやこれやと考える。

　ふとふりむいた商人は見覚えのあるやつで，病気持ちだがずいぶんと太ったやつ

だった。あっしはたずねた，村はどの方角だい？　するとやつは言った，ここいら

には村はなくて，一面が森さ。あっしはポケソトに手をすぺりこます。やつはあっ

しをつかまえちゃあ，風呂屋へと御招待。だけどあっしにはそれがのみこめない。

ちょいともらいものをしただけだし，気も動転しているから。

　あっしらは風呂屋へとやって来る。風呂屋は高い建物で，門の所にゃ銅の帽子の

番兵が2入立っている。風呂屋へはいって，ながめまわすと，空が目にはいる。床

も天井もなく，ただベンチがひとつあるだけ。腰掛があって，その上では悪魔がく

るみを割ったんだ。三助が2人，監督が4人連れて来られた。2人の介添人があっ

しを椅子でなくベンチにすわらせるや，両側から蒸気を浴ぴせてプレスをはじめる。

そ；であっしはぐるぐるまわされ，むりやりに暖められた。あっしはがまをしきれ

ず，見張りはさけんだ。風呂番はいいやつで，金もせぴらず，一抱えもの枝箒を運

んで来た。

　この風呂屋をおん出る時にゃ，門の所にいた番兵といっしょに一目散。

‘
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K10）

　警察署を風呂屋として表現するメタフォアの手法は，同じくr風呂屋」の表題を持

つK11にも見られるが，そこでは懐中物を盗まれたじいさんが，やはり警察で厳し

い取調ぺを受けて逃げ出したと語られる。またじいさんの誠刺が警宮に対して向けら

れ．ることもあるo

Aeuエe7po6HTa，qTo只BaMcKa凪y：

ryJI朋no　HeBcKoMy　npHIlmexTy

Hpy田yハcHHo《pyccKoMy双Ha凋exTy》．
AH　TyT　IくaK　TyT　Ilepe八o　MHo鷲xo》KaJIbI益：

BΦapTa刀，roBopHT，no》Kaiπy萱！

3a皿To》K？roBopK｝…A　He　pyra萱cH！一

BoT3a　To　H　B　qacTb　oTHpaBみ兄貴c只1

Xopo皿lo　e皿le7qTo　y　MeH兄B　KapMaHe　Pynb－ueJ！KoBb磁c訂y罵｛【Mc5…，

TaK∬no双opore　BΦapTaπocKyHHπcπ．

TaK　BoT　po6πTa－Ha　HeBcKoM　npH皿nexTe

He　pacTa6apbIBa萱Te　Ha《pyccKoM八HaπexTe》．

TaK　TO！

さあさあ，みなさん，話してあげよう。

あっしがネーフスキイ通りを歩きながら

「ロシアなまり」でどなっていると，

あっしの目の前に警官が現われて言った，警察署へ行こう！

あっしは言った，何のため？……どなっちゃならん1

だから署まで来いっていうんだ！

ポケットの中にルーブルがはいっていちゃなおさらだ

そこであっしは警察までの道すがら，袖の下をやって逃げたのさ。

さあて，みなさん，これはネーフスキイ通りでおこったこと。

「ロシアなまり」で話しちゃなりません。

いや，まったくのところ！

（JI6）

　ケリシーエフのテキストの第15番はr道行く人」と題されている。最初に，この

旅人が赤毛道化に似ていることが語られたあと，じいさんとの出会いについて述べら

れる。まず第1の出会いはキリスト降誕祭の時で，その時に彼はじいさんに，キリス

トを讃美するように，それとともに他人の家にしのぴこむようにと言う。次の出会い
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は復活祭の日で，その日の晩薦の際に司祭がrキリストはよみがえり給うた」と言う

と，彼は商人のポケットヘ手をいれたと語られている・民衆の祭の時に外部からやっ

てくる異人としての旅人とじいさんとの出会いが，キリストと泥棒という対比によっ

て描かれている点はきわめて興味深い。しかも以下で見るように，この旅人が職人で

あることも広く放浪民全体を考える上で参考になるだろう。なお，針を持つ仕立屋の

イメージが辻強盗を連想させるメタフォアはK8にも見られるものである。ここに

あげるK15でも，にれの針とは棍棒のことであり，それを手にして立つとは辻強盗

をはたらくという意味である。

　　・OH，roJloBa，xopol皿H曲MacTepoBo勇：Ky3He皿7cJlecapb，ToKapb，cToJIHp，a

e理e　n皿oTHHK，no　qy》KHM　KapMaHaM・πa3HTb　oxoTHHK・E皿工e，ro」loBa・・πHTe曲皿HK・

6a田MaqHHK，caHo》KHHK，nopTHo藍一ToみbKo　oH，roハoBa，3a瓢ocKoBcKo貢3acTaBo負

cB只30Bo鷲Hro舐o益cTo朋．Pa3，roハoBa，cTerHy五，eHoToBy田田y6ycpa3yHMa－

XHy諏・

　・やつは，みなさん，すばらしい職人でごさい。鍛冶屋で金物工，旋盤工で指物

師，その上に大工で，他人のふところに手をいれるのがたまらなく好きなやつさ。

おまけに，みなさん，やつは鋳物師で編上靴の職人，長靴職人で仕立屋でござい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨけれど昔は，みなさん，やつはモスクワ関門のむこうでにれの針を手にして立って

いたのさ。ひとむち打ったら，みなさん，あらいぐまの外套なんぞをすぐさまいた

だきだい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：15）

　小屋の前に立って呼ぴこみを聞いていた群衆はどのような人々からなっていたか。

それを考える上でひとつの参考になるのが，上のテキスト中で列挙された職人の名前

である。街頭をうろつく人々は自分の職業の名を耳にすることで・おそらくはただち

に小屋のバルコニーへと目を向けたであろう。弁士はそうした効果を十分に考慮した

上で，この言わぱ職人づくしを語った。つまり，テキスト中の職人名が小屋の前に立

つ聴衆の社会的階層を反映していたと考えてよいだろう。そしてこのことは，数多く

の職業を経験した呼びこみ弁士自身の都市下層民としての性格とも無縁ではなかった。

　呼びこみによって語られるのが都市民衆の世界であることを示すのは・上の職人名

の列挙や辻強盗に関する言及だけではない。呼ぴこみの言葉に頻繁に登場する通りや

広揚などの名称（ネーフスキイ通り，セーンナヤ広場，オブーホフ橋，ナルヴァ門な

ど），ならぴに農村では耳にしにくかった語彙（マカロニ，スープ，コーヒー，メニ

ュー
マドモアゼルなど）もまた，呼びこみの言葉が都市の世界を描写していること
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　　　　（30）
を教えている。さらには，r富くじ」を話題として，その当たりくじの景品を次々と

紹介していくものがいくつか見られること（K13，K14，JI3）も都市という背景な

しには考えられない。ヤーコヴレフによれば，1870年代には慈善を目的とするくじが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）
広まり，グリャーニエの場にもはいりこんでいたという。一例をあげる。

，

BoT，pe6兄Ta，pa3urpbIBaeTc只y　MeH且πaTaPe月：

XBOCTムa八BaΦHハe且

qa員HHK　6e3pyqKH，6e3八Ha

ToハbKo　KpbI皿［a　o八Ha－

HacTo月H異H貴KHTa孟cKH最ΦapΦoP，

BbMBbIKHHyTHaπBoP，

AπHo八06paπ，八aTaKpa3yMeK），

しITo　Mo》KHoΦapΦop　pa3blrpaTb　B　JlaTapeK），

qaCbIHa13KaMHHX，
qTOBO3只THa八POBHHX，…

さあさあ，諸君，おいらには当たりくじ。

婦人用襟巻と刺繍糸2本（XBOCTには尾，Φme曲にはヒレ肉・魚肉の意味がある）。

取っ手も底もないティーポット
　　　　　　　

ただふただけはある。

正真正銘の中国ものの陶磁器だ

庭にすてられてあったのを

おいらはひろって，そこでわかった

陶磁器を富くじの当たりにできるってこと

それに荷ぞりで運ぶ

13石の時計さ……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（JI3）

さらに景品を列挙する中の一節として，

　　・CepbrH30汀oTue，yBepTaHa3aBo八eH3Me八叩HTHe，6e30Bc只KoTono八一

Mecy，双eB只Tb　ny八oB　Becy。　・　。

　一黄金の指輪だぞ，ベルトの工揚で銅から鋳造された。しかもわざわざあつらえ

たもの，重さはなんと9プード（1プードは約16キログラム）もある……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K：14）

じいさんの言葉が眼前に群がる人々に対して向けられることも，当然のことながら，
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多かった。例えばシャリャービンの回想によると，弁士のマモーノフが小屋の前の人

人に向かって，rえい，みなの衆，頭のからっぽな連中ども。おれたちのところへ来い，

　　　　　　　　　　　　（32）
みやげをやるぞ」と叫んだという。さらにペリーンスキイは，バルコニーの上と下と

のやりとりを含む揚面を次のように記している。

　・・道化師の洒落は，まるで火打石の火花のようにまき散らされる。みんなは腹の

底から大笑いする。群衆の中にタタール人が見えた。すると道化は彼に向かって叫

ぶ，rよお，よお，大将，待ちなよ。おまえの巻き毛をちりちりにしてやるぜ（巻

き毛nyK朋とちりちりにするnPHneKyとをかけてある）」と。天と地は洪笑でう
　　　（33）
ちふるえる…

　このような弁士と聴衆とのつながりは，呼びこみの言葉にも反映している。例えば

テキストの中に，目にした娘のことをそのまま話題にする場合（Jl5）や群衆に問いか

ける揚合（K12）が見出されることはそれを示している。また，観客に対する呼びか

けの言葉が量的にも種類の上でも豊富なこと（rocnoAa，ro諏oBa，M剛ble八py3田，6pa－

丁恥1など）も，弁士と聴衆との結びつきを示している。そしてこのことを象徴するか

のように，ケリシーエフのテキストの最後はr聴衆」と題されている。その後半部を

あげる。

　　・FocHo八a，BaMΦoKyc　noKa〉Ky：qTo　Bbl，z【a八HTe，πB　cBo曲KapMaH　Ho，πo｝Ky。

　BoT　qTo∬，BaM，roclloムa，cKa》Ky，y　MeH只　cero八H兄　HecqacTbe　c刀yt｛Hπocb，B

nycTo藍Kop3HHKe　Kol皿Ka　yToHH涯acb．OcTaJlocb　ceMepo　KoT只T　Ha　Mo汀oqKo－To，

rOCIIO八a，双aBaHTe　CK）八a，

　A月BoTqTo，rocHoAa，cKa》Ky＝np月HHKH双aopexKHAaTbBe朋KH曲rpex・JIy一

竃｛田e　OT八OXHHTe7八a　KOneeK　nO　HleCTH　MHe　MaXHHTe，

皿a銑Te6eBorno汀Hyna3yxy6πox，qeTBepTbB田e銑，oropo八騒epTe鈎・HoBa

xaTa　npoBaハHcb，a　cTapa月　3aropHcb．

　・・諸君，あなたがたに手品をお見せしよう。あなたがたがくれたものを，わたく

しがポケットにしまうってやつだ。

　さあて，諸君，あなたがたに申し上げよう。今日わたくしにはつらいことがあっ

た，猫が空っぽのかごの中で溺れちまったんだ。ミルクのいる子猫が7匹残されち

まった。そこで諸君，ここにお金をいれ，ておくれ。

　さあて，またまた諸君，申し上げよう。糖蜜菓子とくるみを捨てるなんて大変な

罪だ。十分に休んでわたくしに6コペイヵずつ投げてくれたほうがよいぜ。

　願わくば，あなたのふところがのみとしらみで，畑が悪魔でいっぱいになります
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　ように。新しい小屋はくずれ，古いやつは燃えちまえ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K19）

　あるいは，弁士の言葉の最後をしめくくるものとして次のようなものもある。金を

集め終わったじいさんが，バルコニーの手すりをすべり降り，その場をあとにしなが

ら観客におじぎをして言う。

HOKa　八O　CBH八aHb51！

BaM　To3a6aBHo，a　y　MeH月B　r五〇TKe　nepecoxπo1

9x－Ma1CKoro6Hno岬HTb，
qTo6H八e八y　rπoTKy　∬poMoτ｛HTb．

じゃあ，さようなら！

あなたがたにはお楽しみ，だけどおいらの喉はからからだい！

ええい，よう！　じいさんの喉をうるおすために，

どなたか御報謝1

（JI9）

4

　アレクサンドル・ケリシーエフによれば，客寄せの小話は口承文学作品が持ってい
　　　　　　　　　　　　　　　（34）
るあらゆる特徴をそなえているという。このことをきわめて分析的な形で明らかにし

たのが，最初にあげたボガトゥイリョーフの論文である。すなわち彼は，呼びこみの

言葉を含む定期市フォーク・アの詩的手法の指摘を通して，呼ぴこみの言葉が艮話の

地口，民衆劇や人形劇の科白，さらには17世紀のロシアの誠刺文学と共通の手法を
　　　　　　　　　　　　　（35）
持つことを明らかにしたのである。呼ぴこみのフォークロアは民衆の中に存在してい

た洒落や地口などの言葉遊ぴを取りいれ，彼らの間に広まっていた話題や話のモチー

フを織りこみながら伝承されていった。

　しかしながら，それと同時にこのフォークロアには他の口承文芸と大きく異なる点

が存在する。それはこのフォーク・アが，目の前を通り過ぎる不特定多数の人々を相

　　　　　　　　　び手とし，彼らの関心をひきつけることを目的としていたという点である。これに関し

てアレクサンドル・ケリシーエフは次のように記している，rぶらぶらと遊歩する群

衆の注目がほんのつかの間のものであり，それに加えて寒さや騒音の中にあって大声

でしゃぺることがたやすいことではないために，じいさんは簡単明瞭に語らざるをえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
ず，そのことが彼らのおどけの言葉に大きなカを与えている」と。この引用が明らか
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にしているように，呼びこみの弁士はただ彼の口から発せられる言葉のみを武器とし

て人々の中に笑いをひきおこした。二一ジニイ・ノーヴゴロドの呼びこみじいさんで

あったマモーノフは，r通りや広揚に活気を与える，野暮で荒っぽい機知」とr辛辣な

るジョーク，観客に対する大胆な酒落，とどろくようなつぶれたしゃがれ声」を身に
　　　　　　（37）
つけていたという。小屋の呼びこみのじいさんは手品師でも曲芸師でもなく，r話術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コソフエラソシエ
ジャンルの芸術家」であり，「小屋芝居の特異な司会者」だった。その意味で，「小

　　　　　　　　　　　　　（38）
屋芝居はすでに通りで始まっていた」と言える。

　ところで，客寄せの言葉が生み出す笑いとはどのような性格を持っていたか。まず，

弁士の滑稽な科白が誰を笑う材料とするものだったかをふりかえってみれば，それは

彼の妻，同僚である道化，警官，また小屋の前の観客，さらには彼自身などであった。

弁士の言葉によって表現された笑う者と笑われる者との関係は，非常に自由で打ち解

けたものだった。この意味では呼ぴこみの言葉は，バフチーンが民衆的な笑いの文化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）
の基本的な形式のひとつとしてあげたr無遠慮で粗野な広揚の言葉」としてとらえる

ことができるかもしれない。事実，ボガトゥイリョーフは，定期市フォーク・アの手

法分析を行なったのちに，ロシアのグリャーニエにおける笑いの言葉を，バフチーン

がラブレーの作品を通して描き出したカーニバル的広揚の言葉に重ね合わせるのであ
（40）

るo

　しかしながら，呼びこみの言葉によって表現された笑いの関係をより具体的に考え

るならば，そこにはバフチーンの言う「広場の言葉」には必ずしもあてはまらない部

分を見出すことができると思われる。それについて考える上で参考になるのは，呼び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（41）
こみの言葉について直接論じているわけではないが，中世の・シアの笑いの享化に関

するドミートリイ・リハチョーフの論考である。

　リハチョーフは，民衆の祝祭的笑いの重要な特質は笑いが笑う者自身に対しても向
　　　　　　　　　　　　　　　　（42）
けられる点にあるとするバフチーンの指摘を出発点として，これまでのソビエトの中

世文学研究によるr言風刺論」とは異なる角度から中世文学の読みかえを行なう。すな

わち彼は，中世ロシアの文学作品が織りなす笑いの世界をrひっくり返し」r馬鹿ら

しさ」r裸の創意性」r衣服の裏返し」r道化」などの特質によってとらえることを通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）
して，中世の笑いの世界全体をr反文化」の世界として提示するのである。

　バフチーンのヵ一ニバル論とリハチ日一フの笑いの世界とを結ぴつける重要な要素

はrひっくり返し」r逆転」のイメージである。なぜならば，このr逆転」のイメー
（44）

ジこそが，バフチーンの言うカーニバル的な祝祭空間を生み出し，リハチョーフの述

ぺるr反文化」世界を作り出したからである。
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　しかしながら，呼びこみの言葉にはrひっくり返し」r逆転」にいたるまでのカは

なかった。このフォークロアに表現される人間関係あるいは言葉そのものには笑いと

滑稽とがみちあふれていたにもかかわらず，変性や破壊といった強烈なイメージは残

らなかった。そこには，ラブレーの作品中に見出されるスカト・ジーに関連した語彙，

または中世・シア文学における衣服の剥奪に関する描写が存在しない・客寄せの言葉

の笑いは相手を椰楡し嘲笑するものであったとは言え，その相手を完全に罵倒し圧倒

し尽すまでには到らなかったのである。最終的には，呼びこみの言葉は通りや広場の

群衆を客として呼びいれなくてはならぬという商業的条件によって制約を受けていた。

その意味でこの笑いのフォーク・アは，日常的な枠から外に出ることはありえなかっ

た。カーニバルの，いかなる制約からものがれた悪態や罵倒の言葉が日常の関係をこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
わし，自由な新しい世界を生むとすれば，呼びこみの言葉はrおこ」の言葉とはなり

えなかったのである。

　開かれた空間である街路と広揚とに向かって披露された芸と言葉が，時に小屋内で

の芝居よりも面白いものであったということは，街路と広場のみが持つ大きな力の存

在を示している。プーシキンはこのカを端的に，rドラマは広場で生まれ，民衆の娯

　　　　　イの
楽を形作った」と表現した。バルコニーからの呼ぴこみをかねた滑稽な語りは・都市

生活者の人間関係や社会関係を背景として生まれた都市のフォークロアである。また・

この言葉は不特定多数の観衆を相手にし，彼らの関心を自分に集める辻芸としての性

格を持った街路のフォーク・アであった。このフォーク・アは街頭や広場にあらわれ

たr民衆生活史」の一様相として検討されなけれぱならないであろう。

注
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　　　　　　　Itheca　and　LondQn．

Day，Mahlon

　　1977　New　York　Street　Cries　in　Rhyme，Dover　Publications，New　York．

江川　卓
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　1977r古代からの挑発一《CMexoBo曲MHp》双peBHe葭PycHをめぐる対話一」『現代ロシア

　　　語』8月号

ギロー　P．

　197g　r言葉遊び』　中村栄子訳　白水社　クセジュ文庫

今和次郎

　1927r露店大道商人の人寄せ人だかり」r今和次郎集　第1巻　考現学』ドメス出版　1971

桑野　隆

　1977r大道芸とアヴァンギャルド」r未来』126

中村　喜和

　197g　rロシアの縁日」　ロシア・フォークロァ談話会会報『なろうど』1

小沢　昭一

　1976r私は河原乞食・考』文芸春秋文春文庫

リッペリーノ　A．

　1971『マヤコフスキーとロシア・アヴァンギャルド演劇』小平武訳　河出書房新社

ノレドフスキー　B．

　1973r人間のための街路』平良敬一他訳　鹿島出版会

鈴木業三

　195g　rことぱ遊ぴ辞典』東京堂

　1975rことば遊ぴ』　中央公論社　中公新書

山本　吉左右

　1968r義経記おぼえがき」和光大学人文学部紀要3

柳田　国男

　1928　r笑の文学の起源」　（r定本柳田国男集』第7巻　筑摩書房）

　1931r明治大正史　世相篇」（r定本柳田国男集』第24巻　筑摩書房）

　1947　r鳴濤の文学」　（r定本柳田国男集』第7巻　筑摩書房）


